
飛鳥晴山苑地域包括支援センター

1　本年度の基本方針

２　職員体制

介護予防・日常生活支援総合事業

総合相談支援事業

日曜

年末年始

※緊急時に連

絡取れる体制

権利擁護事業

所　　管　　事　　業

包括的・継続的ケアマネジメント

休業日

事　業　名

一般高齢者施策申請受付事業

管　理　者 センター長 １名

（見込み）

主任介護支援専門員 １名

保健師・看護師 （見込み）

１名

令和８年度　事業計画

東京都北区西ヶ原4-51-1

施設名

所在地

5名（１名兼務） ２名

　　飛鳥晴山苑

　 地域包括支援

　　 センター

社会福祉士 １名

2名

介護支援専門員

１名（センター長兼務）

・生活支援体制整備の実施（ネットワーク構築、地域資源の把握/活用、住民主体のフォローアップ事業）

・認知症施策の推進を図る（オレンジカフェ、認知症サポーター養成講座、認知症支援の普及啓発事業）

・権利擁 護事業（他機関との連携を図る）

・総合相談支援から多様な生活課題に対し社会資源を活用し包括的・継続的に支援し課題解決を図る

事務職員 １名

第２層生活支援コーディネーター

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

合　　計



３　事業名

　【本事業のミッション】

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

◆受託事業の内訳

　【施設・設備整備計画】

令和8年度は実施の計画はありません。

■令和8年度　飛鳥晴山苑高齢者あんしんセンター     委託料  36,600千円

① 人件費(8名) 36,168千円　② 事業費 345千円  ③ 事務費 6,920千円

◆コンプライアンス計画

・公的な機関として公正・中立に事業運営を行う。

・情報、セキュリティについての研修を行う。

・北区個人情報その他の情報資産の取り扱いを順守する。

◆人材育成と職場環境の整備

相談件数 8,436 6,975 7,031 7,500

令和7年度見込

1,1501,069 1,110

・全高齢者実態把握調査フォローアップ事業の実施（地域課題に向けた事業等）

・地域住民,民生委員,自治会等地域の関係機関と連携し社会資源の開発

（通いの場,協議体,サービス・活動B等）

・介護予防体操・講座等を通じて団塊世代に向け介護予防の推進を図る

・専門職の資質向上を図り各専門性を活かせる職場環境にする。

・行政機関主催の在宅療養推進会議、多職種連携研修会、専門職種等の研修に参加する。

・情報の共有、確認、報告を行いチームワークを大切に協力体制強化する。

・業務運営を円滑にするため可能な業務の効率化するアイディアを取り入れ改善を図っていく。

・相談者のアセスメントを適切に行い課題分析し適切なサービスの提案・関係機関に繋げる。

・相談者の多様な困難課題の解決に向けセンター内の専門職種間と連携、意見交換を行った上で

　外部機関と連携を図り支援強化を図る。

・地域住民、地域の自治会、民生委員等からの相談があった際の迅速なアウトリーチを行う。

令和8年度事業計画

令和8年度目標

◆利用者支援サービスの充実

・地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、その保健医

　療の向上及び福祉の増進を包括的に支援する。

飛鳥晴山苑地域包括支援センター

◆目標利用率

令和5年度実績 令和6年度実績

訪問件数 1,201


